
2024.2.4.受難節前第 2主日礼拝（YRCC） 

聖書箇所：ネヘミヤ記3章1~32節 
「異なる賜物と一致した働き」 

【1】 羊の門から羊の門へ 
・羊の門 
―神殿の北側に位置 
―犠牲の動物が通過した門 

 
・城壁再建工事に際し行われた聖別の儀式 
 
▷城壁再建工事は「主のため」(ｴﾚﾐﾔ 31:38)
という共通認識に立って開始されました。 
 
 
【2】割り当てられた働き 
・城壁再建工事に携わった人々の詳細の記録 
―それぞれの持ち場を担当 
―皆が同様に働いたわけではなかった 

 
・工事に協力しなかった「貴族たち」(ﾈﾍﾐﾔ 3:5)が逃
したもの 
 
▷城壁再建工事は、年齢も地位も家庭の事情も異なる多くの人々がそれぞれの持ち場を担
当し、「主のため」に結束して行われました。 
 
 
【3】異なる賜物と一致した働き 
・ネヘミヤの城壁再建工事とキリストの教会を建てあげる働きの共通点 
―「教会」＝「キリストのからだ」（Ⅰｺﾘﾝﾄ 12 章） 
―「キリストのからだ」の意味 

 
・教会を建てあげるために： 
―①一つのからだの「部分」であるという自覚 
―②他の部分との「苦しみと喜びの共有」(参照Ⅰｺﾘﾝﾄ 12:25~26) 
―それが可能となる「キリストにある一つのからだ」(ﾛｰﾏ 12:4-5) 

 
▷2024 年がスタートしました。同じ主を見上げ、自分に与えられた/委ねられた働きに熱
心に取り組み、共に「主のため」に仕えることを通して、キリストの栄光があらわされて
いきますように。 
 
 

ﾆｯｸ•ﾍﾟｲｼﾞ『ﾊﾞｲﾌﾞﾙﾜｰﾙﾄﾞ 地図でめぐる聖書』 

いのちのことば社 


